
株式会社ベネッセコーポレーション

マイ学年 教科等 単元等 活用アプリ

中3 国語 漢文「訓読」 オクリンクプラス
LIVEモニタリング

返り点のきまりを知り、訓読をする

準備：
・共有コードを使用してカード（3枚）を取得する。
・準備したカードを子供たちのマイボードに送信する。

授業の流れ：
1. 返り点の種類ときまりについて先生の説明を聞く。
2. 各自、マイボードに送られた1枚目のカードをひらき(1)～(4)の問題に取り組む。※1枚目はレ点の問題

3. 先生は子供たちの取り組みの最中、LIVEモニタリングで子供たちの様子を確認する。
4. 取り組みが終わったら、先生が正解している子供のカードを投影する。全体で正解と、間違えやすいポイントを確認す

る。
5. 間違っていた場合は、各自カードを修正する。
6. 書き下し文を全体で音読する。
7. 同様に2枚目のカード(5)～(8)、3枚目のカード（9)～(12)に取り組む。※２枚目は一二三点の問題、3枚目は

複合問題
8. 取り組んだ3枚のカードをつなげ、提出BOXに送信する。

• 文字のパーツを動かす操作を通して、返り点のルールを学ぶことができます。
• 自分が間違った箇所や、読みづらい漢字の振り仮名、間違えやすい箇所については、各自
ペンツールで書きこみをし、理解を定着させることができます。
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ICTサポータの活用事例

共有コード

共有コードを入力、または
カメラを起動して
二次元コードを読み込む

サポータ
おすすめ
ポイント

授業
内容

カード：1枚目

二次元コード

カード：2、3枚目（取り組み例）

・問題の番号の下にある「あ～う」や漢字などのパーツを、返り点のきまりに従って上から読む順に、
左の枠に並べる
・置き字にはペンツールで×などをつける



株式会社ベネッセコーポレーション

カードイメージと取り組み例

取り組み例
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